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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年1月21日(2021.1.21)

【公表番号】特表2020-511114(P2020-511114A)
【公表日】令和2年4月16日(2020.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-015
【出願番号】特願2019-530815(P2019-530815)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月4日(2020.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下：
　　(a)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドをコードするポリヌクレオチド
、
　　(b)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体をコードするポ
リヌクレオチドであって、該機能的誘導体が配列番号１のアミノ酸配列に対してその全長
にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列を有する、ポリヌクレオチド、
　　(c)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチド、及び
　　(d)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号１のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列
を有する機能的誘導体
からなる群より選択される少なくとも1種のポリヌクレオチド又はポリペプチドを含む、
組換えアデノウイルス。
【請求項２】
　以下：
　　(a)配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチド；若しくは
　　(b)配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号３のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも60％同一のアミノ酸配列を
有する機能的誘導体、
又は、
　　(a)配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチド；若しくは
　　(b)配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号５のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも60％同一のアミノ酸配列を
有する機能的誘導体、
をコードするポリヌクレオチドをさらに含む、請求項１記載の組換えアデノウイルス。
【請求項３】
　配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチド又はその機能的誘導体をコードするポ
リヌクレオチドを含み、該機能的誘導体が配列番号３のアミノ酸配列に対してその全長に
わたって少なくとも70％同一、例えば少なくとも80％、特に少なくとも90％、例えば少な
くとも95％若しくは少なくとも98％同一のアミノ酸配列を有する、請求項１又は２記載の
組換えアデノウイルス。
【請求項４】
　配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチド又はその機能的誘導体をコードするポ
リヌクレオチドを含み、該機能的誘導体が配列番号５のアミノ酸配列に対してその全長に
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わたって少なくとも70％同一、例えば少なくとも80％、特に少なくとも90％、例えば少な
くとも95％若しくは少なくとも98％同一のアミノ酸配列を有する、請求項１～３のいずれ
か１項記載の組換えアデノウイルス。
【請求項５】
　ポリヌクレオチドが、以下：
　　(a)アデノウイルス5'-末端、好ましくはアデノウイルス5'逆方向末端反復；
　　(b)アデノウイルスE1A領域、又はE1A_280R及びE1A_243R領域から選択されるその断片
；
　　(c)アデノウイルスE1B若しくはIX領域、又はE1B_19K、E1B_55K若しくはIX領域からな
る群より選択されるその断片；
　　(d)アデノウイルスE2b領域、又はE2B_pTP、E2B_ポリメラーゼ及びE2B_IVa2領域から
なる群より選択されるその断片；
　　(e)アデノウイルスL1領域、又はL1_13.6kタンパク質、L1_52k及びL1_IIIaタンパク質
からなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質をコードするその断片；
　　(f)アデノウイルスL2領域、又はL2_ペントンタンパク質、L2_pVII、L2_V、及びL2_pX
タンパク質からなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質をコードするその断片；
　　(g)アデノウイルスL3領域、又はL3_pVIタンパク質、L3_ヘキソンタンパク質及びL3_
プロテアーゼからなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質をコードするその断片
；
　　(h)アデノウイルスE2A領域；
　　(i)アデノウイルスL4領域、又はL4_100kタンパク質、L4_33kタンパク質及びタンパク
質L4_VIIIからなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質をコードするその断片；
　　(j)アデノウイルスE3領域、又はE3 ORF1、E3 ORF2、E3 ORF3、E3 ORF4、E3 ORF5、E3
 ORF6、E3 ORF7、E3 ORF8、及びE3 ORF9からなる群より選択されるその断片；
　　(k)アデノウイルスL5領域、又はL5_ファイバータンパク質をコードするその断片；
　　(l)アデノウイルスE4領域、又はE4 ORF7、E4 ORF6、E4 ORF4、E4 ORF3、E4 ORF2、及
びE4 ORF1からなる群より選択されるその断片；
　　(m)アデノウイルス3'-末端、好ましくはアデノウイルス3'逆方向末端反復；及び／又
は
　　(n)アデノウイルスVAI又はVAII RNA領域、好ましくはChAd157以外のアデノウイルス
由来、より好ましくはAd5由来のアデノウイルスVAI又はVAII RNA領域
の少なくとも1種を含む、請求項１～４のいずれか１項記載の組換えアデノウイルス。
【請求項６】
　ポリヌクレオチドが、配列番号１５又は２２からなる参照配列に対してその全長にわた
って少なくとも95％同一、例えば99.5％同一のポリヌクレオチドを含むかそれからなる、
請求項１～５のいずれか１項記載の組換えアデノウイルス。
【請求項７】
　組換えアデノウイルスが複製能を有する、請求項１～６のいずれか１項記載の組換えア
デノウイルス。
【請求項８】
　組換えアデノウイルスが複製能を有さない、請求項１～６のいずれか１項記載の組換え
アデノウイルス。
【請求項９】
　組換えアデノウイルスが機能的欠失を含み、該機能的欠失が、E1A、E1B、E2A、E2B、E3
及びE4からなる群より選択されるゲノム領域の少なくとも１種の遺伝子を非機能性にする
ものである、請求項８記載の組換えアデノウイルス。
【請求項１０】
　組換えアデノウイルスがタンパク質をコードする核酸配列を含み、該核酸配列が、宿主
細胞中での該タンパク質の発現を指令する１以上の配列に機能的に連結しており、該タン
パク質が任意に抗原性タンパク質又はその断片である、請求項１～９のいずれか１項記載
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の組換えアデノウイルス。
【請求項１１】
　宿主細胞中での生成物の発現を指令する１以上の配列が、転写開始配列、転写終結配列
、プロモーター配列及びエンハンサー配列からなる群の1種以上から選択される配列を含
む、請求項１～１０のいずれか１項記載の組換えアデノウイルス。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項記載の組換えアデノウイルス、及び製薬上許容される賦
形剤を含む、組成物。
【請求項１３】
　無機アジュバント（例えばリン酸アルミニウム又は水酸化アルミニウム等の無機金属塩
）、有機アジュバント（例えばQS21等のサポニン又はスクアレン）、オイルベースのアジ
ュバント（例えばフロイント完全アジュバント及びフロイント不完全アジュバント）、サ
イトカイン（例えばIL-1β、IL-2、IL-7、IL-12、IL-18、GM-CFS、及びINF-γ）、粒子状
アジュバント（例えば免疫刺激複合体(ISCOMS)、リポソーム、又は生分解性マイクロスフ
ェア）、ビロソーム、細菌性アジュバント（例えば3-de-O-アシル化モノホスホリルリピ
ドA(3D-MPL)等のモノホスホリルリピドA、又はムラミルペプチド）、合成アジュバント（
例えば非イオン性ブロックコポリマー、ムラミルペプチド類似体、又は合成リピドA）、
合成ポリヌクレオチドアジュバント（例えばポリアルギニン又はポリリジン）及び非メチ
ル化CpGジヌクレオチドを含む免疫刺激性オリゴヌクレオチド（「CpG」）からなるリスト
から選択されるアジュバントを含む、請求項１２記載の組成物。
【請求項１４】
　細胞が、E1A、E1B、E2A、E2B、E3、E4、L1、L2、L3、L4及びL5からなる群より選択され
る少なくとも１種のアデノウイルス遺伝子を発現する宿主細胞である、請求項１～１１の
いずれか１項記載の組換えアデノウイルスを含む細胞。
【請求項１５】
　以下：
　　(a)第1の導入遺伝子をコードする請求項１～１１のいずれか１項記載の組換えアデノ
ウイルスベクターを被験体に投与するステップ；及び
　　(b)ChAd157ファイバーを含まない組換えアデノウイルスベクターであって、第2の導
入遺伝子をコードするベクターを被験体に投与するステップ
を含み、このとき、ステップ(a)及び(b)は、いずれの順序でも行なうことができ、且つ第
1及び第2の導入遺伝子は同じか又は異なることができる、被験体での免疫応答を生起する
ための方法における使用のための、請求項１～１１のいずれか１項記載の組換えアデノウ
イルス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９３】
　総合すると、これらのデータは、ChAd155及びChAd157ウイルスが異なるアデノウイルス
血清型であることを示唆する。
　本発明は、以下を提供する。
　（１）以下：
　　(a)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチド、及び
　　(b)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号１のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列
を有する機能的誘導体
からなる群より選択されるポリペプチドをコードする単離されたポリヌクレオチド。
　（２）以下：
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　　(a)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドをコードするポリヌクレオチド
、及び
　　(b)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体をコードするポ
リヌクレオチドであって、該機能的誘導体が配列番号１のアミノ酸配列に対してその全長
にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列を有する、ポリヌクレオチド
からなる群より選択されるポリヌクレオチドを含む組換えポリヌクレオチド。
　（３）以下：
　　(a)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドをコードするポリヌクレオチド
、及び
　　(b)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体をコードするポ
リヌクレオチドであって、該機能的誘導体が配列番号１のアミノ酸配列に対してその全長
にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列を有する、ポリヌクレオチド
からなる群より選択されるポリヌクレオチドを含む組換えベクター。
　（４）以下：
　　(a)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドをコードするポリヌクレオチド
、
　　(b)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体をコードするポ
リヌクレオチドであって、該機能的誘導体が配列番号１のアミノ酸配列に対してその全長
にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列を有する、ポリヌクレオチド、
　　(c)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチド、及び
　　(d)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号１のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列
を有する機能的誘導体
からなる群より選択される少なくとも1種のポリヌクレオチド又はポリペプチドを含む、
組換えアデノウイルス。
　（５）以下：
　　(a)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドをコードするポリヌクレオチド
、
　　(b)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体をコードするポ
リヌクレオチドであって、該機能的誘導体が配列番号１のアミノ酸配列に対してその全長
にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列を有する、ポリヌクレオチド、
　　(c)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチド、
　　(d)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号１のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列
を有する機能的誘導体、
　　(e)上記（３）に記載のベクター、及び
　　(f)上記（４）に記載の組換えアデノウイルス
の少なくとも1種、及び薬学的に許容される賦形剤を含む組成物。
　（６）以下：
　　(a)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドをコードするポリヌクレオチド
、
　　(b)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体をコードするポ
リヌクレオチドであって、該機能的誘導体が配列番号１のアミノ酸配列に対してその全長
にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列を有する、ポリヌクレオチド、
　　(c)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチド、
　　(d)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号１のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列
を有する機能的誘導体、
　　(e)上記（３）に記載のベクター、及び
　　(f)上記（４）に記載の組換えアデノウイルス
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の少なくとも1種を含む細胞。
　（７）以下：
　　(a)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチド、及び
　　(b)配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号１のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列
を有する機能的誘導体
からなる群より選択される単離されたアデノウイルスポリペプチド。
　（８）ポリヌクレオチドが配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘
導体をコードし、該機能的誘導体が、配列番号１のアミノ酸配列に対してその全長にわた
って少なくとも99.8％同一のアミノ酸配列を有する、上記（１）～（６）のいずれか記載
のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（９）ポリヌクレオチドが配列番号１のアミノ酸配列を有するポリペプチドをコードす
る、上記（１）～（６）のいずれか記載のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス
、組成物又は細胞。
　（１０）ポリヌクレオチドが配列番号２の配列を有する、上記（９）記載のポリヌクレ
オチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（１１）以下：
　　(a)配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチド；若しくは
　　(b)配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号３のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも60％同一のアミノ酸配列を
有する機能的誘導体、
又は、
　　(a)配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチド；若しくは
　　(b)配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号５のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも60％同一のアミノ酸配列を
有する機能的誘導体、
をコードするポリヌクレオチドをさらに含む、上記（１）～（１０）のいずれか記載のポ
リヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（１２）以下：
　　(a)配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチド；若しくは
　　(b)配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号３のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも98％同一のアミノ酸配列を
有する機能的誘導体、
又は、
　　(a)配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチド；若しくは
　　(b)配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号５のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも98％同一のアミノ酸配列を
有する機能的誘導体、
をコードするポリヌクレオチドをさらに含む、上記（１１）記載のポリヌクレオチド、ベ
クター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（１３）以下：
　　(a)配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチド；又は
　　(b)配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号３のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも98％同一のアミノ酸配列を
有する機能的誘導体、
及び、
　　(a)配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチド；又は
　　(b)配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号５のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも98％同一のアミノ酸配列を
有する機能的誘導体、
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をコードするポリヌクレオチドをさらに含む、上記（１）～（１０）のいずれか記載のポ
リヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（１４）以下：
　　(a)配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチド；又は
　　(b)配列番号３のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号３のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも98％同一のアミノ酸配列を
有する機能的誘導体、
及び、
　　(a)配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチド；又は
　　(b)配列番号５のアミノ酸配列を有するポリペプチドの機能的誘導体であって、配列
番号５のアミノ酸配列に対してその全長にわたって少なくとも98％同一のアミノ酸配列を
有する機能的誘導体、
をコードするポリヌクレオチドをさらに含む、上記（１３）記載のポリヌクレオチド、ベ
クター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（１５）ポリヌクレオチドが配列番号４の配列を含む、上記（１１）～（１４）のいず
れか記載のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（１６）ポリヌクレオチドが配列番号６の配列を含む、上記（１１）～（１５）のいず
れか記載のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（１７）ポリヌクレオチドが、以下：
　　(a)アデノウイルス5'-末端、好ましくはアデノウイルス5'逆方向末端反復；
　　(b)アデノウイルスE1A領域、又はE1A_280R及びE1A_243R領域から選択されるその断片
；
　　(c)アデノウイルスE1B若しくはIX領域、又はE1B_19K、E1B_55K若しくはIX領域からな
る群より選択されるその断片；
　　(d)アデノウイルスE2b領域、又はE2B_pTP、E2B_ポリメラーゼ及びE2B_IVa2領域から
なる群より選択されるその断片；
　　(e)アデノウイルスL1領域、又はL1_13.6kタンパク質、L1_52k及びL1_IIIaタンパク質
からなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質をコードするその断片；
　　(f)アデノウイルスL2領域、又は上記（３）に記載のL2_ペントンタンパク質、L2_pVI
I、L2_V、及びL2_pXタンパク質からなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質をコ
ードするその断片；
　　(g)アデノウイルスL3領域、又はL3_pVIタンパク質、上記（２）に記載のL3_ヘキソン
タンパク質及びL3_プロテアーゼからなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質を
コードするその断片；
　　(h)アデノウイルスE2A領域；
　　(i)アデノウイルスL4領域、又はL4_100kタンパク質、L4_33kタンパク質及びタンパク
質L4_VIIIからなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質をコードするその断片；
　　(j)アデノウイルスE3領域、又はE3 ORF1、E3 ORF2、E3 ORF3、E3 ORF4、E3 ORF5、E3
 ORF6、E3 ORF7、E3 ORF8、及びE3 ORF9からなる群より選択されるその断片；
　　(k)アデノウイルスL5領域、又は上記（１）に記載のL5_ファイバータンパク質をコー
ドするその断片；
　　(l)アデノウイルスE4領域、又はE4 ORF7、E4 ORF6、E4 ORF4、E4 ORF3、E4 ORF2、及
びE4 ORF1からなる群より選択されるその断片；
　　(m)アデノウイルス3'-末端、好ましくはアデノウイルス3'逆方向末端反復；及び／又
は
　　(n)アデノウイルスVAI又はVAII RNA領域、好ましくはChAd157以外のアデノウイルス
由来、より好ましくはAd5由来のアデノウイルスVAI又はVAII RNA領域
の少なくとも1種を含む、上記（１）～（１６）のいずれか記載のポリヌクレオチド、ベ
クター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（１８）ポリヌクレオチドが、以下：
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　　(a)アデノウイルス5'-末端、好ましくはアデノウイルス5'逆方向末端反復；
　　(e)アデノウイルスL1領域、又はL1_13.6kタンパク質、L1_52k及びL1_IIIaタンパク質
からなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質をコードするその断片；
　　(f)アデノウイルスL2領域、又は上記（３）に記載のL2_ペントンタンパク質、L2_pVI
I、L2_V、及びL2_pXタンパク質からなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質をコ
ードするその断片；
　　(g)アデノウイルスL3領域、又はL3_pVIタンパク質、上記（２）に記載のL3_ヘキソン
タンパク質及びL3_プロテアーゼからなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質を
コードするその断片；
　　(i)アデノウイルスL4領域、又はL4_100kタンパク質、L4_33kタンパク質及びタンパク
質L4_VIIIからなる群より選択されるアデノウイルスタンパク質をコードするその断片；
　　(k)アデノウイルスL5領域、又は上記（１）に記載のL5_ファイバータンパク質をコー
ドするその断片；
　　(m)アデノウイルス3'-末端、好ましくはアデノウイルス3'逆方向末端反復
の少なくとも1種を含む、上記（１７）記載のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイ
ルス、組成物又は細胞。
　（１９）ポリヌクレオチドがアデノウイルスVAI又はVAII RNA領域を含む、上記（１）
～（１６）のいずれか記載のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は
細胞。
　（２０）VAI又はVAII RNA領域が、ChAd157以外のアデノウイルスに由来する、上記（１
９）記載のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（２１）VAI又はVAII RNA領域がAd5に由来する、上記（２０）記載のポリヌクレオチド
、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（２２）ポリヌクレオチドが、本質的に配列番号１５又は２２からなる参照配列に対し
てその全長にわたって少なくとも95％同一のポリヌクレオチドを含むかそれからなる、上
記（１）～（１６）のいずれか記載のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組
成物又は細胞。
　（２３）ポリヌクレオチドが、その全長にわたって参照配列に対して少なくとも99％同
一のポリヌクレオチドを含むかそれからなる、上記（２２）記載のポリヌクレオチド、ベ
クター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（２４）ポリヌクレオチドが、その全長にわたって参照配列に対して少なくとも99.5％
同一のポリヌクレオチドを含むかそれからなる、上記（２３）記載のポリヌクレオチド、
ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（２５）ポリヌクレオチドが、その全長にわたって参照配列に対して同一のポリヌクレ
オチドを含むかそれからなる、上記（２２）～（２４）のいずれか記載のポリヌクレオチ
ド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（２６）参照配列が配列番号１５である、上記（２５）記載のポリヌクレオチド、ベク
ター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（２７）参照配列が配列番号２２である、上記（２５）記載のポリヌクレオチド、ベク
ター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（２８）ポリヌクレオチドが、E1A、E1B、E2A、E2B、E3及びE4からなる群より選択され
るゲノム領域の少なくとも１種の遺伝子を非機能性にする変異又は欠失を含む、上記（１
）～（１６）のいずれか記載のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又
は細胞。
　（２９）ポリヌクレオチドが、E1A、E1B、E2A、E2B、E3及び／又はE4からなる群より選
択されるゲノム領域の少なくとも１種の遺伝子を欠く、上記（２８）記載のポリヌクレオ
チド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（３０）ゲノム領域がE1A及び／又はE1Bである、上記（２８）又は（２９）のいずれか
記載のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（３１）ポリヌクレオチドが、E1ゲノム領域の欠失を含む、上記（１）～（１６）のい
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ずれか記載のポリヌクレオチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（３２）組換えアデノウイルスが複製能を有する、上記（４）及び（８）～（３１）の
いずれか記載のアデノウイルス。
　（３３）組換えアデノウイルスが複製能を有さない、上記（４）及び（８）～（３２）
のいずれか記載のアデノウイルス。
　（３４）組換えアデノウイルスがタンパク質をコードする核酸配列を含み、該核酸配列
が、宿主細胞中での該タンパク質の発現を指令する１以上の配列に機能的に連結している
、上記（４）及び（８）～（３３）のいずれか記載のアデノウイルス。
　（３５）タンパク質が抗原性タンパク質又はその断片である、上記（３４）記載のアデ
ノウイルス。
　（３６）タンパク質が異種タンパク質又はその断片である、上記（３５）記載のアデノ
ウイルス。
　（３７）タンパク質がウイルス由来である、上記（３６）記載のアデノウイルス。
　（３８）宿主細胞中での生成物の発現を指令する１以上の配列が、転写開始配列、転写
終結配列、プロモーター配列及びエンハンサー配列からなる群の1種以上から選択される
配列を含む、上記（３４）～（３７）のいずれか記載のアデノウイルス。
　（３９）宿主細胞における生成物の発現を指令する１以上の配列がプロモーター配列を
含む、上記（３８）記載のアデノウイルス。
　（４０）プロモーター配列が、内部プロモーター、天然のプロモーター、RSV LTRプロ
モーター、CMVプロモーター、SV40プロモーター、ジヒドロ葉酸還元酵素プロモーター、
β-アクチンプロモーター、PGKプロモーター、EF1aプロモーター及びCASIプロモーターか
らなる群より選択される、上記（３９）記載のアデノウイルス。
　（４１）プロモーター配列が、配列番号４２に提供されるものなどの、促進型hCMVプロ
モーターである、上記（３９）記載のアデノウイルス。
　（４２）アデノウイルスが、ヒト被験体中で10％未満の血清陽性率を有し、好ましくは
ヒト被験体中で血清陽性率を有さないものである、上記（４）及び（８）～（４１）のい
ずれか記載のアデノウイルス。
　（４３）アデノウイルスが哺乳動物細胞に感染することができる、上記（４）及び（８
）～（４２）のいずれか記載のアデノウイルス。
　（４４）無機アジュバント（例えばリン酸アルミニウム又は水酸化アルミニウム等の無
機金属塩）、有機アジュバント（例えばQS21等のサポニン又はスクアレン）、オイルベー
スのアジュバント（例えばフロイント完全アジュバント及びフロイント不完全アジュバン
ト）、サイトカイン（例えばIL-1β、IL-2、IL-7、IL-12、IL-18、GM-CFS、及びINF-γ）
、粒子状アジュバント（例えば免疫刺激複合体(ISCOMS)、リポソーム、又は生分解性マイ
クロスフェア）、ビロソーム、細菌性アジュバント（例えば3-de-O-アシル化モノホスホ
リルリピドA(3D-MPL)等のモノホスホリルリピドA、又はムラミルペプチド）、合成アジュ
バント（例えば非イオン性ブロックコポリマー、ムラミルペプチド類似体、又は合成リピ
ドA）、合成ポリヌクレオチドアジュバント（例えばポリアルギニン又はポリリジン）及
び非メチル化CpGジヌクレオチドを含む免疫刺激性オリゴヌクレオチド（「CpG」）からな
るリストから選択されるアジュバントを含む、上記（５）及び（８）～（４３）のいずれ
か記載の組成物。
　（４５）アジュバントが3D-MPL及び／又はQS21である、上記（４４）記載の組成物。
　（４６）細胞が、E1A、E1B、E2A、E2B、E3、E4、L1、L2、L3、L4及びL5からなる群より
選択される少なくとも１種のアデノウイルス遺伝子を発現する宿主細胞である、上記（６
）及び（８）～（３１）のいずれか記載の細胞。
　（４７）宿主細胞が懸濁液中で増殖する、上記（４５）記載の細胞。
　（４８）医薬として使用するための、上記（１）～（４７）のいずれか記載のポリヌク
レオチド、ポリペプチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
　（４９）ワクチンとして使用するための、上記（４８）記載のポリヌクレオチド、ポリ
ペプチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞。
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　（５０）疾患の治療又は予防のための、上記（１）～（４７）のいずれか記載のポリヌ
クレオチド、ポリペプチド、ベクター、アデノウイルス、組成物又は細胞の使用。
　（５１）上記（１）～（４７）のいずれか記載のポリヌクレオチド、ポリペプチド、ベ
クター、アデノウイルス、組成物又は細胞を被験体に投与することを含む、被験体におけ
る免疫応答を誘導する方法。
　（５２）配列番号２の配列を含むか、該配列からなる、単離されたポリヌクレオチド。
　（５３）ChAd157ファイバー、又は本明細書に記載されるその機能的誘導体を含まない
組換えアデノウイルスベクターに以前に曝露された被験体に対する投与のための導入遺伝
子をコードする、上記（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載の組換えアデノウイル
スベクター。
　（５４）被験体が、ChAd155ファイバー、ヘキソン及び／又はペントンを含む組換えア
デノウイルスベクターに以前に曝露されている、上記（５３）記載の組換えアデノウイル
スベクター。
　（５５）被験体が、ChAd155ファイバー、ヘキソン及びペントンを含む組換えアデノウ
イルスベクターに以前に曝露されている、上記（５４）記載の組換えアデノウイルスベク
ター。
　（５６）ChAd155ファイバー、ヘキソン及び／又はペントンを含む組換えアデノウイル
スベクターが、導入遺伝子をコードする上記（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載
の組換えアデノウイルスベクターとは異なる医学的適応（1種類又は複数種類）を標的と
する導入遺伝子をコードする、上記（５４）又は（５５）記載の組換えアデノウイルスベ
クター。
　（５７）ChAd155ファイバー、ヘキソン及び／又はペントンを含む組換えアデノウイル
スベクターが、導入遺伝子をコードする上記（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載
の組換えアデノウイルスベクターと同じ医学的適応（1種類又は複数種類）を標的とする
導入遺伝子をコードする、上記（５４）又は（５５）記載の組換えアデノウイルスベクタ
ー。
　（５８）ChAd155ファイバー、ヘキソン及び／又はペントンを含む組換えアデノウイル
スベクターが、導入遺伝子をコードする上記（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載
の組換えアデノウイルスベクターと同じ導入遺伝子をコードする、上記（５４）又は（５
５）記載の組換えアデノウイルスベクター。
　（５９）導入遺伝子が、ヒト及び非ヒト脊椎動物に感染する細菌、真菌、寄生性微生物
又は多細胞性寄生生物などの病原体に対する、あるいは癌細胞又は腫瘍細胞に対する免疫
をヒト又は非ヒト動物に付与するために有用である免疫原をコードする、上記（５３）～
（５８）のいずれか記載の組換えアデノウイルスベクター。
　（６０）本明細書に記載されるChAd157ファイバー、又はその機能的誘導体を含まない
組換えアデノウイルスベクターにその後に曝露される可能性がある被験体に対する投与の
ための導入遺伝子をコードする、上記（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載の組換
えアデノウイルスベクター。
　（６１）被験体が、ChAd155ファイバー、ヘキソン及び／又はペントンを含む組換えア
デノウイルスベクターにその後に曝露される可能性がある、上記（６０）記載の組換えア
デノウイルスベクター。
　（６２）被験体が、ChAd155ファイバー、ヘキソン及びペントンを含む組換えアデノウ
イルスベクターにその後に曝露される可能性がある、上記（６１）記載の組換えアデノウ
イルスベクター。
　（６３）ChAd155ファイバー、ヘキソン及び／又はペントンを含む組換えアデノウイル
スベクターが、導入遺伝子をコードする上記（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載
の組換えアデノウイルスベクターとは異なる医学的適応（1種類又は複数種類）を標的と
する導入遺伝子をコードする、上記（６１）又は（６２）記載の組換えアデノウイルスベ
クター。
　（６４）ChAd155ファイバー、ヘキソン及び／又はペントンを含む組換えアデノウイル
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スベクターが、導入遺伝子をコードする上記（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載
の組換えアデノウイルスベクターと同じ医学的適応（1種類又は複数種類）を標的とする
導入遺伝子をコードする、上記（６１）又は（６２）記載の組換えアデノウイルスベクタ
ー。
　（６５）ChAd155ファイバー、ヘキソン及び／又はペントンを含む組換えアデノウイル
スベクターが、導入遺伝子をコードする上記（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載
の組換えアデノウイルスベクターと同じ導入遺伝子をコードする、上記（６１）又は（６
２）記載の組換えアデノウイルスベクター。
　（６６）導入遺伝子が、ヒト及び非ヒト脊椎動物に感染する細菌、真菌、寄生性微生物
又は多細胞性寄生生物などの病原体に対する、あるいは癌細胞又は腫瘍細胞に対する免疫
をヒト又は非ヒト動物に付与するために有用である免疫原をコードする、上記（６０）～
（６５）のいずれか記載の組換えアデノウイルスベクター。
　（６７）以下：
　　(a)第1の導入遺伝子をコードする上記（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載の
組換えアデノウイルスベクターを被験体に投与するステップ；及び
　　(b)ChAd157ファイバーを含まない組換えアデノウイルスベクターであって、第2の導
入遺伝子をコードするベクターを被験体に投与するステップ
を含み、このとき、ステップ(a)及び(b)は、いずれの順序でも行なうことができ、且つ第
1及び第2の導入遺伝子は同じか又は異なることができる、被験体での免疫応答を生起する
ための方法。
　（６８）以下：
　　(a)ヒト及び非ヒト脊椎動物に感染する細菌、真菌、寄生性微生物又は多細胞性寄生
生物などの病原体に対する、あるいは癌細胞又は腫瘍細胞に対する免疫をヒト又は非ヒト
動物に付与するために有用である免疫原をコードする第1の導入遺伝子をコードする上記
（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載の組換えアデノウイルスベクターを被験体に
投与するステップ；及び
　　(b)ChAd157ファイバー、又は本明細書に記載されるその機能的誘導体を含まない組換
えアデノウイルスベクターであって、ヒト及び非ヒト脊椎動物に感染する細菌、真菌、寄
生性微生物又は多細胞性寄生生物などの異なる病原体に対する、あるいは癌細胞又は腫瘍
細胞に対する免疫をヒト又は非ヒト動物に付与するために有用である免疫原をコードする
第2の導入遺伝子をコードするベクターを被験体に投与するステップ
を含み、このとき、ステップ(a)及び(b)は、いずれの順序でも行なうことができる、被験
体の予防又は治療のための方法。
　（６９）ChAd157ファイバー、又は本明細書に記載されるその機能的誘導体を含まない
組換えアデノウイルスベクターが、上記（４）及び（８）～（４３）のいずれか記載の組
換えアデノウイルスベクターとの低い交差反応性を有する、上記（５３）～（６８）のい
ずれか記載の組換えアデノウイルスベクター又は方法。
　（７０）第1のベクターを用いる免疫付与が、平均して、第2のベクターを用いる免疫付
与から生じるレベルの50％未満の中和力価を引き起こす、上記（６９）記載の組換えアデ
ノウイルスベクター又は方法。
　（７１）ChAd157ファイバーを含まない組換えアデノウイルスベクターが、ChAd157ファ
イバー、ChAd157ヘキソン又はChAd157ファイバー若しくはそれに対して少なくとも98％の
同一性を有するその機能的誘導体を含まない、上記（５３）～（７０）のいずれか記載の
組換えアデノウイルスベクター又は方法。
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